施設処遇会議　議事録

H20.8.11　13:30～15:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：長谷部Ａ.Ｏ.Ｍ・秋山S.G.M・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・山口・三浦・原・馬渡・小笠原・青山・小坂

（欠席者：千葉C.E.O・上平）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小坂

議題

１：中村与一郎　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：関口　　禅　様（青明舎利用者様）の処遇について

３：繁名　和恵　様（青山荘入所者様）の処遇について

１：中村与一郎　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

①　現在の目標の達成（生活リズム・日課の定着）と次回課題についての意識付け
　　　　介入方法→・定期的な面談を実施し、次の課題について本人と生活を振り返り、必要性について認識して取り組めるよう支援する。これまでのように短期間での実施・評価を行う。

②　継続して物事に取り組む事ができない。

介入方法→・不調の訴えがあった場合には本人の話を傾聴した上で、不調の原因について本人と話し合いを行っていく。

・本人だけでは継続が難しい場合にはスタッフと一緒に取り組んでいく。

　＜評価＞

　　　定期的な面談を実施して目標の達成度はどうなのか、本人は一つの事が出来ていると達成したと思い、次に進めると考えているところがある為、デイケア通所の意味、1日を通してプログラム等に取り組む事や目標の最終ラインを提示し、そのラインまで到達していなければ、次のステップへ進む事は難しい事をはっきり本人に認識して頂く。何かと体調不良（疲労感、頭痛等）を理由に、出来ない事の言い訳にしているところが見られるため、駄目なものは駄目とスタッフ間で統一した対応をしていく。施設で生活する中で高齢者を気遣う配慮や思いやりが育っていること・レク等では自ら積極的に行動する事が見られており、良い面を評価し、伸ばしていく。

２：関口　　禅　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病疑い

　＜支援内容＞

①　健康面の維持（食事について）

　　介入方法→・食事表を記入して頂き訪問の際に確認を行う。また、栄養士からもアドバイスを頂くように調整を行う。

・栄養士に協力を依頼し本人が分かりやすいように具体的な食事内容のアドバイスをして頂く。

　　　　　　　・青明舎食事サービスの利用の検討を行う。

②　安定した生活の維持（不安・心配事）

介入方法→・不安による病状変化を早期発見し、主治医・外来等各関係機関に情報提供を行い、そ　　　

　　　　　の都度対応する。

・本人の訴えの他、訪問時に生活状況の確認。また、本人の様子に着目しながら変化に気づく。
・必要に応じて家族への連絡を行い、情報収集と提供を行う。

＜評価＞

　　　　　　

青山荘入所当時よりは本人也の生活スタイルを作っており、充実している様子だが、7/28の

　日赤Ｈｐで施行した採血の結果、血糖値254と高値であり、糖尿病の疑いがある。現在は自炊し　　

　ていて食事内容も偏っている事が考えられる為、食事サ-ビスの利用を検討し、主治医からも

助言して頂くよう依頼する。次回は9/1が採血施行予定為、採血後、確認して糖尿病であれば

検討が必要であり、Ｄｒへも情報提供し、糖尿病について本人への説明と指導が必要である

定期的な訪問を行ない、本人の金銭管理も含め生活状況を明確にしていく。

３：繁名　和恵　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

①水分摂取過多

介入方法→・退所先の決定デイケアや外来など、関係機関と連携を図ることで、本人の水分摂取の情報を共有していく。

・本人が過度な水分摂取を行うことに関し、その理由を考えていく。また、水分を過剰に摂取することで起こる体調の不調を、本人の経験から振り返っていくことで、過剰な水分摂取による害を理解させていく。
②食事の偏り
介入方法→・栄養が偏ったものにならないよう、その都度スタッフが声掛けをし、本人がバランスの摂れた食事を考えていけるよう個別で指導する。

・自炊が本人のモチベーションにつながっていることもあり、自炊は今後も継続し、極度の食事の偏りがある場合は自炊を一時中止したり、個別で指導する。

・退所後は、青山荘の食事サービスと自炊の併用を検討する。

③服薬管理
介入方法→・薬を自室管理に戻し、服薬確認を行っていくことにした。服薬確認の際に、本人のノート（職員預かり）に、職員が服薬確認のチェックをしていくこととしている。

＜評価＞

　体が熱いと身体不調を訴え、（夏場に布団を被って発汗している等）その事を理由に水分を多量に飲水しており、午前中で1Ｉ～2Ｉを摂取する事もある。また見えないところで水分を摂取している事も考えられる為、関係機関で情報共有して水分摂取量の確認をしていく必要である。食事に関しては購入時にスタッフが同行し、購入仕方や調理方法を身に付けていく事が必要。青山荘退所まで残すところ８ヶ月となっているため、挙がっている問題点に優先順位を付け、再度見直し、明確にして家族とも連絡を取り合い退所に向けた支援をしていかなければならない。現在の服薬チェックの仕方も検討が必要。

